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  問9 本調査またはリハビリテーションについてのご意見 

期限を設けること自体、我々から言わせれば「アホか」と言われることでしょう。今までリハビリを

してきて、やっと筋硬直などの痛みに耐えて、人の手を借りて動けるようになってきているものを、

期限切りによってリハビリを担当する職員などは、リハビリをうけている患者がよくなるどころか悪

くなっていくことを手出しすることさえも出来ずに見守るだけしかできないのである。もしも、行政

に携わっているあなた方が私たちと同じような状態におかれた場合に対して、どの様な対応や責任な

どを取ることや出来るかをしっかりと把握して欲しいものである。只、机の上において数字だけを見

ながらリハビリを受けている現場の視察もしない行政はお飾りとしか言えないのである。医療費削減

だけを目の敵にするような行節をするよりも、税金の無駄遣いをなくすことに専念することが必要で

はないかと思います。外国に対して多額の支出をする前に国内が安定するように努力することが、行

政の努めではないかと思います。我々は、医療改正に伴い期限切れで院にリハビリが出来なくなって

います。これから先は、筋硬直が激しくなっていくため、今までかすかに動かすことが出来ていたと

ころも動かすことが出来ずに、寝た切り状況を伴うことは間違いありません。その様な状態に陥った

場合には行政が全責任を覆って貰うように、法的手段を講じさせて頂くことにもなるでありましょ

う。厚生労働省などの行政に携わっているものたちには、必ずその報いとなる戒めが降るであろう。

238 病気によって個人差があるので期間を限定はしないでほしい。 

239 介護保険を取保しているのに妻が病気になった時にとっても不安である。介護認定の人の意地が悪そ

うなのでついつい足がとおのく！！ 

240 リハビリテーションの実施期間については、同じ疾患の中でも各々症状も違えば必要となってくる期

間も違うので、もう少し個人個人に合わせて期間を決めてもらえればと思います。 

241 テレビなどで見ますとまだひどい方がたくさんいる様なので、自分もこれからわかりませんのでリハ

ビリの時間を良くして貰いたいと思って居ります。私は毎日がリハビリだと思って頑張って居りま

す。 

242 平成１８年４月の医療制度改革の為、リハビリテーションは、期間が限られる様になりました。リハ

ビリの延長を受けるためには、新たな診断が必要で、とても不便を感じています。リハビリにより症

状が改善されない場合、リハビリを打ち切るのは、リハビリによってなんとか現状維持をしている患

者にとって、症状悪化は避けられません。是非とも、寝たきりをなくすためにも、以前の様にリハビ

リを続けられる様になって欲しいです。 

243 痛みや筋力低下歩行困難など治療途中にして１５０日が過ぎると治療中止（終了）になると云うのは

理解できないし納得いかないのは私だけでしょうか？折角効果が表われ、もう少しと云う所で終了さ

れたのではこれから先どうすれば良いのでしょうか。 

244 ８月で運動などを教えてくれていた方にしてもらう事ができなくなり、電気治療などを続けていま

す。最近自主トレーニングなどもなかなか出来ず痛みが悪化している様に思われます。もう一度リハ

ビリを行うことはできないのでしょうか。 

245 今のリハビリ（医療保険の）を継続していきたい。 


